
令和４年 7 月 28 日 
港湾空港局空港企画課 

ヤマトグループ貨物便の就航準備について 

１ 就航準備 
  本年１月、ヤマトグループが貨物専用機を導入し、JAL グループと共同で２０２４年４
月から北九州空港と首都圏を結ぶ航空輸送を始めることを発表した。今後、就航までの２
年弱の間に、様々な準備が進められていく。 
市としては、２０２４年４月に貨物便がスムースにスタートできるよう、ヤマトグルー
プの要望に沿いながら最大限のサポートを行っていく。 
  貨物便に関する詳細情報は、別紙リリース資料のとおり。 

２ 進捗状況
一般的に、就航準備は「運航」と「オペレーション」の２つに大別され、ヤマトグルー
プが中心となって、国や事業者との各種調整を進めていくと思われる。 
運航について、運航会社は令和４年 1 月に JAL グループのジェットスタージャパン株
式会社に決定しており、導入する貨物機３機は芙蓉総合リースとリース契約を締結すると
報道されている。 
  なお、発着枠の調整や航空貨物の仕分け・保管機能の準備、貨物機への搭降載作業の準
備などのオペレーションについては、今後、準備を進めていくと聞いている。 

以上 
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このたび、ヤマトホールディングス株式会社（以下「ヤマトグループ」）が、持続的な物

流ネットワークの構築に向けて貨物専用機を導入し、日本航空株式会社（以下、JAL グ

ループ）と共同で九州の航空輸送の拠点に北九州空港へ就航することを発表いたしまし

たのでお知らせいたします。 
 

記 
 

1 背景と意義 

   現在、持続可能な輸送ネットワークの維持は私たちの生活基盤に不可欠なものと

なっており、その重要性が増しています。E コマース市場の急成長、働き方改革に

よる長距離トラック輸送に対する規制強化、災害時の輸送手段の確保など、物流は

大きな変革期を迎えています。 

こうした状況を踏まえ、ヤマトグループは、トラック、鉄道、フェリー、旅客機

床下スペースなど既存の輸送モードに加え新たな輸送手段として貨物専用機を導

入し、JAL グループと連携し、羽田空港・成田空港・新千歳空港・那覇空港と並ん

で、北九州空港を九州の拠点として選定し、貨物専用機を用いて 2024 年（令和 6

年）4 月から運航開始することを決定しました。 

これにより、輸送力の確保とサービス品質の維持に向けて、北九州空港が物流ネ

ットワークの一翼として大いに活用され、本市のみならず福岡県そして九州全体の

経済及び地域活性化に寄与することが期待されます。 
 

２ 本市にとっての効果 

   この取組みにより、本市に以下の効果が見込まれます。 

① 空港での貨物上屋機能の設置など、物流拠点空港として大きく前進 

② 新規雇用の創出、エアポートバス・空港内商業施設の利用促進 

③ 航空輸送のスピード感が生産地と消費地の距離を縮め、市民ニーズに応え

るとともに、地域産業の競争力向上、産業集積に大きく貢献  など 

   物流拠点化による空港の発展が、市民や地域産業に対し利便性をもたらし、さら

なる需要を喚起し新たな投資を呼び込む好循環の創出を図っていきます。 
    

３ 運航概要（※当計画は、関係官庁の認可取得を前提としています。） 

（１）運航開始 2024 年（令和 6 年）4 月 

（２）運航受託会社 ジェットスター・ジャパン株式会社 

（ヤマトグループが機材を用意） 

（３）運航路線  羽田空港・成田空港⇔北九州空港 

（４）導入機材 エアバス A321ceoP2F 型機（貨物専用機）  

最大搭載重量は 28 トンで、3 機を導入予定 

 

 ヤマトグループが貨物専用機を導入  

日本航空と共同で北九州空港を九州の航空輸送拠点に選定！ 

～九州・西中国の物流拠点空港へ向けて大きく前進～ 
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